
2022 年  月  日 

厚生労働大臣 加藤 勝信様 

社会保障審議会介護保険部会 部会⾧様 及び委員の皆様 

介護保険制度の見直しに関する要望書 
国民の福祉向上のために奮闘されていることに、心より敬意を表します。 

さて、2000 年 4 月の介護保険制度の施行から 22 年が経過しました。介護保険制度の当

初の目的は「介護の社会化」であり、介護を社会全体で支えようとするものでした。とこ

ろが度重なる制度改定や介護報酬改定により、必要な介護サービスが利用できない実態が

広がっており、コロナ禍はこの事態をさらに加速させています。 

2023 年通常国会に向けた介護保険の見直しにあたり、介護利用料の原則 2 割化や、要介

護 1・2 の生活援助などの保険はずし、ケアプランの自己負担導入、介護施設の人員配置基

準の緩和など、多くの負担増や給付削減について、介護利用者、介護従事者、介護事業者

から懸念の声が寄せられています。 

介護保険制度の見直しにあたり、介護する人、受ける人がともに大切にされる社会を実

現するために以下の 4 点について要望します。 
 

記 
 

1. 介護保険の利用に新たな困難をもたらす利用料の引き上げ、要介護１，２の生活援助な

どの保険はずし、ケアプランの有料化、貸与の福祉用具を購入に変更するなどの見直し

を行わないこと 

2. 全額公費により、すべての介護従事者の給与を全産業平均水準まで早急に引き上げる

こと。介護従事者を大幅に増やし、1 人夜勤の解消、人員配置基準の引き上げを行うこ

と 

3. 利用者が安心して介護を受けることができ、介護事業所・従事者が不安なく介護を提供

できるよう、新型コロナウイルス感染症対策を強化すること 

4. 介護保険料、利用料、食費、居住費などの負担軽減、介護報酬の改善など、介護保険制

度の抜本的な見直し行うこと。介護保険財政における国庫負担の割合を大幅に引き上

げること 
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